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避難場所

一時避難場所

シェアオフィス・
集会スペース・
オープンスペース

堤防の改修

川との関係を再構築
川沿いに仮設商店街

かわてらす

復旧期
首都直下地震発災

暫定空地
空き地バンクの形成

住⺠の中庭 公園化

仮設住宅

瓦礫置き場

団地内の公園

建て替え

被災時の人の流れ :

・空き家
・駐車場
・空き工場

暫定空地

テナントの募集

新たな住宅の型

川沿い駐車場上空を
テラス化

指定外避難・炊き出し

交流・情報交換

⽴体駐車場を行政が一部借⽤

積極的な
実態把握

リビングラボ

駐車場と柵による川との分断

⽊密内の低未利⽤地の活⽤と住工混在の継承

団地の建て替え需要と指定外避難の受容
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第四砂町中
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亀高小

指定避難所
小名⽊川小

1号棟駐車場

新棟を建てる敷地とする

川から隔てられた歩道

集合住宅の⽬隠し

駐車場

柵による川の遮断
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地区の課題

小名⽊川
旧境川
(S5暗渠化)

横十間川

○ ⽂

卍 祠
火葬場

卍

1909 年 川沿いの蔵屋敷が工場に転換

○ ⽂

卍 祠
火葬場

卍

電気軌道
越中支線
（貨物線）

小名⽊川
旧境川
(S5暗渠化)

横十間川

小名⽊川駅

1930拡張市街地
1909年 ⼯場 仙台堀川

（1982年緑道化）

N

200m

1930 年 工場は団地へ，戦災後の⽊密形成
大規模敷地の継承と内の密集

「一様な疎 / 混在の密」の形成
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建設業

製造業

卸売・小売業

運送・郵便業

敷地の特性
北砂の産業別就業者数⽊密の火災リスク水害の浸水リスク 地震と水害

大規模敷地が残る小名⽊川沿いは地盤高が高く不燃化が進んでいる一⽅で，⽊造住

宅が⽴ち並ぶ北砂内部は地盤高が⽐較的低く火災リスクと浸水リスクが同時に高い．

多様な居住・産業形態
リモート化の難しい製造業の事業所が多い．⽊造密集地（⽊密）内部の住商 , 住工

併⽤建物，団地といったように，多様な居住形態が混在している．COVID-19 の影

響により，リモートワークの浸透と東京外での暮らしの増加，近隣居住の重要性の

高まり，密度に関する価値観の変化が起こり，居住計画が変化することを想定する．

首都直下地震，水害，感染症と複
雑化するリスクと激動する都市の
需要に対応すべく，⽇常と⾮⽇常
を接続させ，住⺠・地域自らで被
災を最小化し，新たに復興するた
めの⼟壌を整備するプロセスを提
案する．江東区北砂では⽊密火災
や水害リスクが特に高く，首都直
下地震の際には多くの指定外避難
が発生すると予想される．この応
急居住期に現れる「指定外避難」
を復旧復興期へ接続し⽇常という
⽬的地を⽬指すには被災者自身が
自らの⼒で進む =「“自然性 “を発
揮する」ことが欠かせない．

私たちの考えでは地域構造を図の
ように変化させるために次の四つ
の条件が重要である．
１．活⽤可能な空閑地がある
２．援助可能なコミュニティがある
３．災害時の行動が⽇常と接続している
４．分散した小さな場所が地域の中心と接続している

⾃然性の
⾈を編む

指定外班 植⽥ 小関 齋藤 左右⽥ 鷲野






